
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《本日の例会》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
進 行  福島文江 ＳＡＡ委員 
点 鐘  午後６時３０分 野村正行 会長 
ソング 「それでこそロータリー」 
 
 
 
会長の時間  野村正行 会長 
 

 
 いよいよ来週から日本列島は大型連休に入り、

人それぞれが国内、国外と旅行を楽しむ社会世相

であります。昔では考えられない事でした。 
 そんな世態にかかわらず、ここ青少年の犯罪が

頻繁に起きています。何故だろうと、誰しもが思

っているのに間違いない。そこで考えられること

は、小さいころから心の躾がされていないことが

原因ではと考えられます。昔は他人の物を盗った

り、弱い者苛めしたりすると管区さん(警察官)に
縛られて連れていかれるぞとか、嘘をついたりす

ると学校の先生に言いつけるぞとかが日常茶飯

事で、親や大人から言われ心にしみついているの

が実情でした。こうした心の躾が子供を育むのに

大切な事であると思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今夜の例会は、プログラム委員会が企てた折り 
紙の学習教室を開く事になっています。どうか童

心に返って手習いして下さい。 
・平成１８年４月吉日付けで、地区青少年交換委

員長より派遣候補生のオリエンテーション閉

校式及び歓送行事のご案内が参っています。 
  日時：平成１８年５月２８日(日) 

午後２時より 
  会場：坂戸市文化施設｢オルモ｣ 
 出席者については、関係者にお願いいたします。 
・地区協議会が４月２３日(日)に開催されました。

次の例会で発表をして頂きますのでよろしく

お願いします。 
・国際ロータリー第２５７０地区２００５～０６

年度地区大会の礼状が、ガバナー、地区大会実

行委員長より参っています。会員の皆様へ宜し

くお伝え下さいとのことです。 
 
 
 
〔ニコニコボックス〕   五十嵐敦子 委員 
 

(順不同・敬省略) 
 

夜間例会、楽しくすごしましょう。 
(同文にてご投入頂きました) 

茂木 聡 岩渕富男 渋谷修身 福島文江 
下山正男 笠原 勝 矢島淳一 橋本恒男 
今泉憲治 高柳育行 萩原達夫 横尾セツ 
中島高夫 野村正行 
 
岩本英人 
 ２２日は二人で｢愛の讃歌｣を見に行ってきま

した。 
 
金井直樹 
 連休は楽しく過しましょう。 
 
佐藤賀則 
 息子、娘がやっと就職致しました。 
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超我の奉仕 

 

雑 誌 月 間 
 

夜 間 例 会 
｢折り紙教室｣ 

 

（於：五州園） 
 



「折り紙教室」  
 

矢島淳一 プログラム委員長 
 

 
 皆さん今晩は。今夜の例会企画は、楽しい時間

を過して頂けたらという事で｢折り紙教室｣を行

います。 

 ５月５日の『こどもの日』が近いので、それに

ちなみまして昔、小さい頃に新聞紙で「兜」を作

った記憶があると思いますが、それを今夜は色紙

で作りたいと思います。講師として、本庄ＲＣ会

員で本庄幼稚園教頭の五十嵐敦子先生にお願い

しました。童心に返って、皆様に「兜」を作って

頂くという思考です。お持ち帰りになってお孫さ

ん等に渡して頂けたら幸いと思います。 

 又、五十嵐先生が紙をたくさん準備してくださ

ったので、余りを希望の方に差し上げますのでお

申し出ください。 

 

 

五十嵐 敦子 先生 
 

 
 今日は『こどもの日』が近いので、皆様と思い

出しながら「兜」を楽しく折りたいと思います。 

 ５月５日は『端午の節句』、『菖蒲の節句』とい

われますが、昔はこどもの日ではなく田畑の神様

をお招きして豊作をお願いするお祭りでした。そ

して『菖蒲の節句』という事で、菖蒲ということ

が男の子の強さの象徴から男の子のお祭りに変

わったようです。 

 今のように「鯉のぼり」や「兜」というのは、

江戸時代になって飾られるようになりました。兜

や鎧は、戦国時代に自分の身を守る為に武士が着

て戦いに臨んだのですが、今飾るのは子供達が事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

故や病気から守られますようにと願いをこめて

兜や鎧を飾るのだそうです。 

 それでは、私は皆さんが幼稚園の生徒だと思っ

てこれから始めますので宜しくお願いします。 

新聞紙では手が黒くなりますので、幼稚園からお

めでたい様に青と赤２色の包装紙を切って持参

しました。 

１、正方形を三角に折ります。 

２、折り目を作る為に、もう一度三角を折ります。 

３、折り目をよくつけたら、元の三角に戻します。 

４、真ん中の線にそって、両端を折ります。 

５、ぺらぺらの方を半分に上に上げます。(両脇) 

６、鍬形を作ります。今折った上を少し下半分く

らいに折ると鍬形ができます。 

７、下のぺらぺらの部分を３回折ります。 

８、後の方も７と同じように折ります。 

９、今日は金の玉を準備しましたので、真ん中に 

貼って出来上がり。 

また、出来上がりは、いろいろ自分なりにアレン

ジをして作って下さい。 

 
 

 

 
 

出来上がった「兜」 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
広聴広報委員会  中島高夫・杉山淑子・岩本英人・笠原 勝・西村賢次 
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〒367-0041 本庄市駅南 2－2－1      ホームページ     

TEL 0495-22-7522  FAX 0495-22-3571   http://www.globals.jp/hp/HRotary/index.html 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


